
ICTサポート 

1. CMS 
• WordPress (QHM) 
• Theme 
• Widget 

２. WordPressのインストール 
• レンタルサーバー 

３. 投稿 
• 文章 
• 画像 
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ICTサポート 

1. ウェブページを作成し、運用するには、 HTMLファイルや、それを保存するディレクト
リ構造などについての知識が必要だったが、コンテンツマネージメントシステムでは、
技術的な知識がなくても、テキストや、画像等の「コンテンツ」を用意できれば、
ウェブによる情報発信をおこなえる。 
 

2. テンプレートの選択により全体のデザインを容易に変更することができる。 
 

3. 企業・自治体向けのような大規模なコンテンツマネージメントシステムでは、ページ
ごとの公開期間の厳密な時間管理や、公開を承認するワークフロー、サイト内リンク
切れの防止、デザインの統一、バージョン管理など様々な機能があり、品質を維持し
つつ多人数での共同作業を効率よく行うことを可能にしている。 
 

4. 個人向けコンテンツマネージメントシステムとしては、各種Weblogツールが挙げられ
る。ブログツールでは、ページの自動生成や公開日指定、RSS配信、トラックバックな
どの機能が用意されている。 
 

5. Wikipediaなどで使用されるウィキや、SNS、Commerceもコンテンツマネージメントシ
ステムの一つである。 

 



ICTサポート 

 
1. 権限の異なる複数の管理者、あるいは投稿者がウェブブラウザからサイトへコンテン

ツをアップロードできる。 
 

2. 任意のキーワードでサイト内のコンテンツを検索できる。 
 

3. モジュールまたはプラグインを追加してシステムを拡張できる。 
 

4. 多くのCMSが、オープンソースとしてGPLを適用して提供されるようになった。 
 

5. 最近では携帯向けコンテンツ管理システム（CMS）も多く出てきており、Webシステム
開発のローコスト化、省力化の要請とともに注目を浴び、市場拡大をしている。 
 

6. ほとんどのCMSがMySQLやPostgreSQL、Oracleなどのデータベース管理システムを使っ
てコンテンツの管理を行っている。 
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phpという言語で書かれたオープンソース（無料）のブログプログラム。 
 
WP公式サイト       http://ja.wordpress.org/ 
 
わかりやすいサイト http://www.wordpress-shop.com/   
                   http://onocom.net/ 
メリット 
 

・ウェブ準拠のホームページが簡単にできる 
・テーマで簡単にデザインが切り替えできる 
・ホームページ作成ソフトがいらない 
・ブラウザ上でどのパソコンからでも直接編集できる 
・ブログ＋サイトといった構成のホームページができる 

 
 
 

http://ja.wordpress.org/
http://www.wordpress-shop.com/
http://www.wordpress-shop.com/
http://www.wordpress-shop.com/
http://onocom.net/
http://onocom.net/
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WordPressを導入するには、レンタルサーバーを借りる必要があります。 
 

• 必要な条件 
1. phpが使えること 
2. MySQLという形のデータベースが使えること 

 
• さくらサーバーをお勧めします。(バランスがとれている) 
 
• さくらサーバーのサイト http://www.sakura.ne.jp/rentalserver/ 
 

スタンダードの料金等 
 

• 初期費用 1000円 
• 月額 500円 (年額5000円) 
• 容量 10GB 
• 独自ドメイン 年額1800円 (JPドメインは3600円) 

 
 

http://www.sakura.ne.jp/rentalserver/
http://www.sakura.ne.jp/rentalserver/
http://www.sakura.ne.jp/rentalserver/
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WordPressの様々な設定 
 

1. タイトル 
• サイトの名前を登録 

 
2. テーマ 

• サイトのデザインを決める 
 

3. プラグイン 
• 機能を追加する 

 
4. ウィジェット 

• 部品を追加する 
 

5. ユーザー管理 
• 管理者と編集レベルを設定する 

A) 管理者(サイトの管理全て) 
B) 編集者(記事の編集) 
C) 投稿者(ブログ記事の投稿) 
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サイト運営のレベル 
 

A) 管理者(サイトの管理全て) 
B) 編集者(記事の編集) 
C) 投稿者(ブログ記事の投稿) 

 
• 投稿者レベル研修 低い 

1. ログイン 
2. 記事の作成 
3. カテゴリー選択 

 
• 編集者レベル研修 

1. 画像の挿入 
2. リンクの挿入 
3. カテゴリーの編集 

 
• 管理者レベル研修 

1. テーマ   
2. メニュー 
3. プラグイン 
4. ウィジェット 高い 

 

yozamiya WP LESSON site 

USER ID 投稿者レベル使用 

yozamiya Member site 

USER ID 編集者レベル使用 

KSSN Member site 

USER ID 管理者レベル使用 
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サーバーの申し込み・管理(初期費用1000円、年額5000円) 
 

• コース選択・申し込み 
1. スタンダードがおすすめ、十分です。 
2. ライトはDBが使用できないためWPのインストールは不可。 
3. プレミアムは容量が多い。個人では不要 

 
 

ドメインの登録・管理 
 

• gTLDドメイン 
1. ドメイン自体に取得要件は特にありません 
2. .com、.org、.net、.info、.biz 年額1800円 

 
 

• 汎用 JPドメイン 
1. 日本国内に住所をもつ個人・団体・組織であれば登録できます 
2. .jp 年額3600円 
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KSSNのサーバーの共用・管理(年額1000円 KSSNに支払う) 
 

1. KSSNメンバーは、KSSNがレンタルしているサーバーを共用できます 
2. KSSNのサブドメインを使用出来ます 

 
ドメインの登録・管理(独自に申し込む場合は、別途、費用がかかります) 

 
• gTLDドメイン 

1. ドメイン自体に取得要件は特にありません 
2. .com、.org、.net、.info、.biz 年額1800円 

 
 

• 汎用 JPドメイン 
1. 日本国内に住所をもつ個人・団体・組織であれば登録できます 
2. .jp 年額3600円 
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yozamiya.comのサーバーを共用・管理(年管理費用2000円、yozamiyaに支払う) 
 

1. KSSN大人の部活動 Club ICTのメンバーは共用できます。 
(大人の部活動 Club ICTのメンバー以外は3000円) 

2. yozamiya.comのサブドメインが使用できます。 
 
 

ドメインの登録・管理(独自に申し込む場合は、別途、費用がかかります) 
 

• gTLDドメイン 
1. ドメイン自体に取得要件は特にありません 
2. .com、.org、.net、.info、.biz 年額1800円 

 
 

• 汎用 JPドメイン 
1. 日本国内に住所をもつ個人・団体・組織であれば登録できます 
2. .jp 年額3600円 

 

部活動費  入部費 500円 ・会費 年(1～12月)500円(初年度は不要) 
活動参加費  部員 1回 500円 (資料・教材・教具費) 
  一般 1回 1000円 



ログインの方法 

①ブラウザでアクセスする 

②ログイン画面が表示されます。 

③ユーザー名入力 

④パスワード入力 

⑤ログイン 

http://yozamiya.com/club/wp-login.php 

http://yozamiya.com/wordpress/wp-login.php
http://yozamiya.com/wordpress/wp-login.php
http://yozamiya.com/wordpress/wp-login.php


ダッシュボード（管理画面）に移動 

・ダッシュボードで、更新・新規投稿の作業を行います。 

・左にメニューが並んでいます 

  （プルダウンメニューになっています） 

サイト名 
メニュー 

サイトの内容 



新規投稿を追加する 

メニューの投稿をクリックするとプルダウンメニューが表示されます 

プルダウンメニューから新規追加を選択します 

新規追加 



新規追加画面 

① タイトルの入力 

② 記事入力 

②記事の入力 

①タイトル入力 

エディタのメニュー 



記事入力 

注意 

 普通にEnterで改行すると行間が広い  段落が変わる 

 Shift+Enterで改行すると行間が狭い 

普通に入力できます 

Enterだけ 

Shift+Enter 



カテゴリー(分類) 

記事の種類を選びます 

  KSSN 

  Slide Show 

                など 

チェック 



プレビューと公開 

作成が完了したら、 

 右上のプレビューをおすと実際の表示が見える 

 OKなら公開 

プレビュー 

公開 



プレビュー画面 

プレビュー画面で確認します。 

 



ダッシュボードに戻る方法 

ダッシュボードに戻るには 

  上の方にあるサイト名のプルダウンメニューからダッシュボードを選択します 

ここのプルダウンメニュー 



メニュー 

左側のメニューは分類してあり選択するまでは大見出しになっている 

 プルダウンメニューのようになっています 



投稿した記事を一覧で確認 

プルダウンメニューから 

 投稿一覧を選択して投稿した記事が確認できます 

記事 

投稿一覧 



画像追加画面 

① 画像追加のアイコン 

② ファイルから選択します 

②カーソルのある位置
に画像が挿入されます 

①メディア追加アイコン 

エディタのメニュー 



画像の追加画面 

①ファイルの場所を選択します 

②ファイルを選択します 

②ここからファイルを選択 

①ファイルの場所の選択 



ファイルのデータが表示されます 

ここは確認だけ 
下の方に設定がある 

ファイルのサイズ 

画像のサムネイル 



下の方は、どのように表示するかの設定 

表示されるサイズ 

画像をクリックすると大
きく表示するリンク 

画像にリンクを
付けない場合 

画像の配置 

アイキャッチ画像の選択 

最後に保存 
記事に挿入 



プレビュー画面 

プレビュー画面で確認します。 

 

サイズは中 

画像を右に配置、文章が左に回込み 

画像にマウスを持っていくと指の形
になるときはリンクがついている 



終了の仕方 

終了するには右上の方の『こんにちは○○さん』から 

 プルダウンメニューを表示 



ログアウト 

ログアウトを選択する 

ログアウト 



ログアウトして作業終了 

ログアウトすると下の様な表示となります。 

お疲れ様でした。 
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• 安く作りたい 
• 工夫したものを作りたい 
• 簡単に更新したい 
• コマーシャルを入れたくない 
• 自分で作りたい 

ホームページを作りたい 

WordPress 3.4.1 


